
史
料
紹
介
－
小
木
町
敦
賀
屋
文
書

原

直

史

は
じ
め
に
－
文
書
群
の
概
要

本
稿
で
紹
介
す
る
小
木
町
敦
賀
屋
文
書
は
、
新
潟
県
刈
羽
郡
刈
羽
村
寺
尾
の
善
鼎
寺
が
所
蔵
し
て
い
た
屏
風
の
裏
張
り
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

一
九
八
八
年
に
同
寺
か
ら
新
潟
大
学
に
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
矢
田
俊
文
氏
が
学
生
と
と
も
に
整
理
作
業
を
行
い
、
比
較
的
原
型
を
と
ど
め
て

い
る
文
書
を
抜
き
出
し
、
こ
れ
ら
ほ
ま
と
め
て
封
筒
詰
め
を
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
糊
づ
け
さ
れ
た
ま
ま
の
束
が
な
お
残
っ
て
お
り
、
整
理
作
業
は

中
途
で
中
断
L
て
い
た
。

一
九
九
四
年
に
原
が
新
潟
大
学
に
着
任
L
て
以
降
、
矢
田
氏
よ
り
こ
れ
ら
の
文
書
の
管
理
を
引
き
継
い
だ
が
、
整
理
作
業
を
中
断
し
た
ま
ま
の
形
で
保
管
L

て
き
た
に
留
ま
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
当
文
書
群
の
整
理
を
全
う
し
活
用
す
る
た
め
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
矢
田
民
ら
に
よ
っ
て
す
で
に
抜
き
出
さ
れ

て
い
た
分
に
つ
い
て
日
録
を
作
成
L
、
若
干
の
史
料
を
翻
刻
L
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

末
尾
に
付
し
た
寅
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
今
回
確
認
L
た
文
書
は
全
七
二
点
で
あ
る
。
屏
風
を
所
有
L
て
い
た
善
照
寺
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
T
）

も
あ
る
も
の
の
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
大
部
分
が
小
木
町
の
商
家
敦
賀
屋
笠
木
家
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
小
木
町
敦
賀
星
文
書
が
反
故
紙
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
菩
照
寺
に
も
た
ら
さ
れ
、
菩
照
寺
文
書
と
と
も
に
犀
風
の
裏
張
り
と
し
て
利
用

さ
れ
た
、
と
い
う
経
緯
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
善
照
寺
と
敦
賀
屋
生
木
家
の
関
係
は
確
認
で
き
ず
〔
且
、
こ
う
し
た
反
故
紙
が
何
ら
か
の
個
別

的
な
経
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
流
通
L
た
も
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
な
お
商
家
文
書
と
見
ら
れ
る
も
の
の
な
か
に
は
、
敦
賀
屋
で
は
な
い
者
に
宛
て
ら

れ
た
書
状
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
蓑
3
の
三
七
二
二
八
・
四
二
・
四
五
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
ま
た
敦
賀
屋
宛
の
も
の
と
ま
と
ま
っ
て
い
る
例
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
家
の
所
蔵
文
書
が
混
入
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
ら
も
何
ら
か
の
事
情
で
敦
賀
屋
に
お
い
て
ま
と
め
て
保
管
き
れ
て
い
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
耳
。
従
っ
て
少
数
の
書
冊
寺
文
書
を
除
い
た
裏
張
り
文
書
の
大
部
分
ほ
、
ま
と
め
て
敦
賀
屋
文
書
と
考
え
て
良
い
と
、
現
時
点
で
は
判
断
L

て
い
る
。

こ
の
敦
賀
屋
生
木
家
ほ
、
後
に
見
る
よ
う
に
廻
船
問
屋
と
L
て
の
活
動
を
L
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小
木
町
に
お
い
て
古
い
由
緒
を
持
つ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

問
屋
の
ひ
と
り
、
笠
木
治
部
左
衛
門
と
の
関
係
が
推
測
で
き
る
が
、
こ
の
治
部
左
衛
門
の
屋
号
は
「
生
木
屋
」
で
あ
り
「
敦
賀
屋
」
で
は
な
い
互
。
こ
の
他
管

71
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見
の
限
-
で
小
木
町
に
敦
賀
屋
を
名
乗
る
問
屋
･
船
宿
は
確
認
で
き
な
い
o
も
っ
と
も
当
敦
賀
屋
文
書
の
中
心
的
な
年
代
と
見
ら
れ
る
t
八
世
紀
後
期
(
5
ノ
一
に
お

け
る
問
屋
･
船
宿
の
構
成
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
史
料
自
体
が
確
認
で
き
ず
､
当
敦
賀
屋
の
素
性
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡

現
地
調
査
を
含
め
今
後
の
課
題
で
あ
る
｡

以
下
の
節
で
ほ
､
文
書
の
内
容
に
即
し
て
若
干
の
翻
刻
と
満
介
を
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
葺
｡
な
お
表
に
は
記
し
て
い
な
い
が
､
今
回
一
覧
表
に
し
た
文
書

は
す
べ
て
1
紙
物
で
あ
る
o

l

送
り
状
類

[
新
潟
敦
賀
屋
書
左
衛
門
鉛
送
り
状
]

積
送
申
荷
物
之
事

一
､
鉛
弐
拾
壱
箇

封印

(
角
印
)

内
十
入
園
拾
貫
匁

三
園
拾
壱
貰
匁
此
運
賃
丁
銭
弐
貰
百
文

右
老
佐
州
御
用
鉛
於
当
地
横
波
申
候
､
着
船
之
節
改
御
請
取
可
被
成
候
､
尤
運
賃
･
横
酒
手
共
二
此
方
二
而
相
渡
申
侯
､
万
一
海
上
之
儀
可
為
御
法
候
､
為

其
送
状
如
件

- iI翌-

明
和
六
丑
年
六
月
廿
九
日

佐
州
小
木

生
木
弥
惣
兵
衛
殿

船
頭
-
た
み
村

兵
作
殿

越
後
新
潟

ツ
る
か
や

吉
左
衛
門
(
印
文
｢
越
後
新
潟
敦
賀
屋
｣
)

【
解
説
】

運
賃
横
輸
送
に
伴
-
文
書
が
送
-
状
で
あ
る
｡
こ
の
場
合
佐
渡
金
銀
山
で
用
い
る
鉛
の
輸
送
で
あ
る
か
ら
､
荷
の
宛
先
が
文
書
の
宛
先
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
､
笠
木
弥
惣
兵
衛
(
敦
賀
屋
)
が
小
木
湊
で
荷
扱
い
を
す
る
主
体
と
し
て
宛
先
と
な
る
｡
他
の
送
-
状
と
異
な
り
歌
見
村
(
両
浄
市
)
の
船
頭
も
宛
先



と
な
っ
て
い
る
が
､
こ
れ
が
笠
木
家
所
持
船
の
沖
船
頭
で
あ
る
か
香
か
は
不
明
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
ま
ず
小
木
敦
賀
屋
が
こ
-
し
た
港
湾
で
の
荷
扱
い
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

[
大
坂
久
宝
寺
屋
半
兵
衛
送
り
状
]

(
前
欠
)

〆
五
拾
弐
箇
封
印
(
角
印
)

右
老
佐
州
相
川
弐
丁
目
野
本
佐
左
衛
門
殿
行

右
之
通
南
久
五
郎
船
積
入
差
下
申
侯
､
御
地
着
岸
之
初
荷
物
御
改
無
相
違
御
受
取
被
下
､
早
速
荷
主
へ
御
届
ケ
可
被
下
僕
､
尤
当
地
よ
-
御
地
迄
船
賃
銀
之
儀

老
､
此
方
払
相
済
申
候
､
万
一
海
上
之
儀
は
可
為
御
法
也
､
伽
而
送
り
状
如
件

安
永
弐
年

巳
五
月
廿
六
日

佐
渡
小
木
湊

敦
賀
屋
弥
惣
兵
衛
殿

大
坂
久
宝
寺
屋

半
兵
衛
(
印
文
｢
問
久
宝
｣
)

【
解
説
】

前
欠
文
書
で
荷
の
内
容
が
不
明
だ
が
､
大
坂
か
ら
相
川
町
二
丁
目
の
商
人
に
宛
て
ら
れ
た
荷
を
､
敦
賀
屋
が
扱
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
｡
敦
賀
屋
の
扱
-
範

囲
が
､
先
に
見
た
新
潟
な
ど
近
隣
の
船
に
限
ら
ず
､
広
い
範
囲
か
ら
来
る
船
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

19

史料紹介一小木町敦賀星文書

[
大
坂
長
浜
屋
吉
兵
衛
送
り
状
]

莱
嶋
庄
入
船
荷
物
送
-
状
之
事

[
さ
と
入
山
二
]
印

1
､
壱
丸
拾
五
番

一
､
弐
樽
拾
六
番
･
拾
七
番

一
､
壱
丸
拾
八
番

〆
荷
数
四
晶

間
鍋
入

p
ウ
ハ
入

硯
石
造
合

封
此
印
(
角
印
･
印
文
｢
長
吉
｣
)
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此
運
賃
銀
諸
入
日
共
大
坂
払

右
之
荷
物
入
韓
次
第
能
々
御
改
御
請
取
可
被
成
侯
粂
､
為
其
荷
送
-
状
如
件

辰

五
月
廿
五
日

佐
州
小
木

(
後
欠
)

大坂

長
浜
足
音
兵
衛
(
印
文
｢
大
坂
思
案
橋
筋
折
尾
町
長
浜
屋
｣
)

[
大
坂
長
浜
屋
吉
兵
衛
送
り
状
]

(
前
欠
)

∴
壱
檀
五
拾
六
は
ん

｢
壱
箇
五
拾
七
ほ
ん

一
､
壱
丸
六
拾
は
ん

一
､
八
丸

菜
種
入

古
綿
入

か
ら
紙

京
下
り
瀬
戸
物
入

20

∴
弐
丸
六
拾
壱
は
ん
･
六
拾
弐
ほ
ん
と
い
し
造
合

荷
数
合
五
拾
弐
品

此
運
賃
諸
入
日
不
残
大
坂
払
相
済

右
之
荷
物
入
韓
次
第
能
々
御
改
御
請
取
可
被
成
倶
粂
､
為
其
荷
送
り
状
如
件

辰

五
月
廿
五
日

佐
州
小
木
宿

笠
木
弥
惣
兵
衛
殿

佐
州
沢
板
宿

金
子
屋
伊
右
衛
門
殿

荷
主
佐
州
相
川
弐
丁
目

野
本
佐
左
衛
門
殿
行

大坂

長
浜
屋
書
兵
衛
(
印
文
｢
大
坂
思
案
橋
筋
折
尾
町
長
浜
屋
｣
)



【
解
説
】

と
も
に
完
全
に
残
っ
て
い
な
い
が
､
同
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
｡
長
浜
屋
膏
兵
衛
ほ
｢
難
波
丸
綱
目
｣
に
遠
国
向
け
の
飛
脚
宿
と
し
て
載
っ
て

い
る
人
物
か
と
思
わ
れ
る
｡
最
終
的
な
荷
の
宛
先
で
あ
る
相
川
町
二
丁
目
の
野
本
佐
左
衛
門
は
､
先
の
久
宝
寺
屋
の
送
-
状
と
同
じ
｡
敦
賀
屋
と
と
も
に
沢
根

町
の
金
子
屋
に
も
宛
て
ら
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
｡
沢
根
町
も
湊
町
で
あ
り
､
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
路
で
の
輸
送
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
が
､
論
点

と
な
ろ
ち
ノ
.

[
笠
木
弥
三
兵
衛
他
塩
預
証
文
]

預
申
塩
之
事

一
､
竹
原
塩
百
四
拾
壱
俵

但
金
壱
両
二
付
拾
弐
俵
半
替
､
両
替
五
〆
五
百
文
香

代
金
銭

一
､
荒
井
塩
九
拾
壱
俵

但

直
ハ
右
同
断
､
三
ツ
切
之
積
り

代
金
鏡

石
之
塩
健
二
預
申
所
実
正
二
御
座
候
､
済
シ
方
之
儀
老
来
午
二
月
切
l
｢
金
銭
勝
手
次
第
を
以
皆
済
可
仕
侯
､
為
後
日
之
塩
預
証
文
佃
而
如
件

安
永
二
年
巳
九
月
十
五
日

小
木
町
塩
預
-
主田
辺
八
左
衛
門
(
印
･
消
印
済
)

同所

生
木
弥
三
兵
衛
(
印
･
消
印
済
)

- 覇i!-

史料祐介一小木町敦賀屋文書

渡
部
源
七
郎
殿

【
解
説
】

こ
れ
は
送
-
状
で
ほ
な
い
が
､
便
宜
上
こ
こ
に
掲
げ
た
o
商
品
と
し
て
陸
揚
げ
さ
れ
た
竹
原
(
広
島
県
竹
原
市
)
･
荒
井
(
兵
庫
県
高
砂
市
)
と
い
っ
た
瀬
戸

内
の
塩
を
､
担
保
と
し
て
預
か
り
ー
金
銭
を
融
資
し
た
際
の
証
文
で
あ
る
｡
消
印
済
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
金
銭
の
返
済
に
伴
っ
て
証
文
が
差
出
人
の
生
木
家
に

戻
さ
れ
､
そ
の
ま
ま
敦
賀
屋
生
木
家
に
保
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o
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〓
仕
切
状
･
受
取
状
類

[
敦
賀
屋
弥
三
兵
衛
売
仕
切
状
]

仕切

｢
織
草
五
拾
五
丸

皆
掛
弐
百
貫
五
百
日
壱
〆
九
百
[

内
弐
拾
弐
〆
五
百
目
の
せ

[

]

正
味
百
七
拾
九
貰
九
百
目

直
ハ
六
百
五
拾
文
か
へ

代
銭
拾
壱
貫
五
百
八
拾
文

｢

同
拾
弐
丸

皆
掛
五
十
〆
八
百
目

内
四
質
入
百
目
の
せ
引

正
味
四
拾
六
〆
日

直
ハ
四
百
五
拾
文
か
へ

代
銭
壱
〆
九
百
三
十
四
文

二
口
〆
拾
三
〆
五
百
拾
八
文

内
弐
百
六
十
八
文

口銭

七
百
三
十
六
文

庭銭

〆
看
貫
八
文

引
残
り
拾
弐
貫
五
百
拾
文

右
之
通
-
売
払
代
銭
不
残
相
渡
し
申
俵
処
､
伽
如
件

小
木
宿

- 22 -

明
和
七
寅
閏
六
月
二
日

利
市
丸
平
六
殿

敦
賀
屋
弥
三
兵
衛
(
印
文
｢
佐
州
小
木
敦
賀
屋
｣
･
消
印
済
)



【
解
説
】

売
買
が
成
立
し
た
際
に
商
品
の
種
煩
数
量
･
代
金
･
手
数
料
等
を
明
記
し
て
作
成
さ
れ
る
の
が
仕
切
状
で
あ
る
｡
前
節
の
送
り
状
に
加
え
て
こ
の
仕
切
状
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
ほ
､
敦
賀
屋
が
単
な
る
運
輸
面
で
の
荷
扱
い
の
み
な
ら
ず
､
商
品
売
買
の
局
面
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
は
｢
織

草
｣
の
代
金
か
ら
口
銭
･
魔
鏡
(
場
銭
)
が
差
し
引
か
れ
て
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
買
積
み
廻
船
で
あ
る
利
市
丸
か
ら
敦
賀
屋
が
積
み
荷
の
売
却
を
委
託

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡
こ
う
し
た
廻
船
か
ら
の
売
買
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
､
一
般
に
湊
町
の
廻
船
問
屋
の
業
務
の
中
核
で
あ
っ
た
｡

こ
の
文
書
ほ
再
三
に
わ
た
り
数
値
に
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
(
翻
刻
で
は
最
終
的
な
数
値
の
み
を
記
し
た
)
あ
げ
-
､
消
印
し
て
反
故
と
な
っ
た
と
み
ら

れ
る
｡
敦
賀
屋
発
給
の
仕
切
状
が
敦
賀
屋
に
伝
来
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
o

[
蕗
屋
孫
右
衛
門
買
仕
切
状
]

(
前
欠
)

合
金
壱
両
三
分

五
匁
九
分
弐
厘

此
銭
三
百
九
拾
九
文

右
之
通
代
金
指
引
表
二
而
受
取
申
侯
､
以
上

巳

五
月
廿
九
日

敦
賀
屋

八
兵
衛
殿

藤尾

孫
右
衛
門
(
印
文
｢
越
後
新
潟
蕗
屋
｣
)

史料紹介一小木町敦賀星文書

【
解
説
】

前
欠
文
書
で
あ
り
総
額
し
か
分
か
ら
な
い
が
､
代
金
を
受
け
取
っ
た
と
あ
る
の
で
､
新
潟
の
問
屋
蕗
屋
が
敦
賀
屋
八
兵
衛
か
ら
商
品
の
買
い
を
委
託
さ
れ
て

作
成
し
た
買
仕
切
と
み
ら
れ
る
｡
八
兵
衛
ほ
敦
賀
屋
弥
三
兵
衛
が
所
持
し
た
船
の
沖
船
頭
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
｡

[
久
次
郎
買
仕
切
状
]

覚

-23
-
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｢
地
米
弐
表

廿
七
俵
か
へ

代
金
弐
歩
廿
四
匁
壱
分

外
二
壱
匁
三
分
九
-

まし

〆
金
三
歩
四
分
九
リ
ソ

此
せ
ん
弐
拾
三
文

右
之
通
二
御
座
候
､
巳
上

久
次
郎
(
印
文
｢
羽
州
酒
田
口
上
｣
)

寅
七
月
廿
二
日

敦
賀
や
徳
十
郎
様

【
解
説
】

酒
田
(
山
形
県
酒
田
市
)
の
久
次
郎
に
よ
る
米
代
金
の
書
き
出
し
と
も
思
え
る
が
､
｢
ま
し
｣
と
し
て
手
数
料
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
､
久
次
郎
は
買
い
を

委
託
さ
れ
た
問
屋
で
あ
り
､
本
文
雲
は
買
仕
切
状
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
.
徳
十
郎
は
前
出
の
八
兵
衛
同
様
沖
船
頭
の
可
能
性
が
あ
る
.

[
井
筒
屋
伊
右
衛
門
買
仕
切
状
]

覚

一
､
抽
壱
樽

弐
斗
三
升
八
合
替

正
壱
斗
七
升
壱
合
五
勺

代
金
弐
歩
卜

銭
壱
貫
百
三
拾
六
文

外二

百
七
拾
壱
文
御
役
銭

百文

利
付
銭

- 24 -



小
以
弐
百
七
拾
壱
文

金
弐
歩
卜

銭
合
壱
貫
四
百
拾
壱
文

右
之
通
二
御
座
候
､
以
上

卯
七
月
十
日

敦
賀
屋
弥
三
兵
衛
殿

井
筒
屋
伊
右
衛
門
店

【
解
説
】

こ
れ
も
手
数
料
額
を
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
井
筒
屋
が
敦
賀
屋
の
買
い
を
委
託
さ
れ
て
作
成
し
た
買
仕
切
状
と
判
断
し
た
｡

史料紹介一小木町敦賀屋文書

[
弥
三
兵
衛
紙
代
等
書
出
]

覚

｢
七
拾
五
文

杉
原
壱
状

｢

六
拾
四
文

ら
う
そ
-
弐
丁

一
､
四
百
九
拾
壱
文

水
油
壱
升
九
合

1
､
六
拾
文

ひ
ん
付
壱
本

1
､
三
拾
六
文た
は
こ
壱
わ

〆辰
十
二
月
十
四
日

小
木
町

弥
三
兵
衛

25
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伝
兵
衛
様

【
解
説
】

商
品
代
金
の
請
求
書
と
見
ら
れ
る
.
杉
原
紙
･
蝋
燭
･
水
油
･
饗
付
け
油
･
煙
草
な
ど
多
彩
な
品
物
の
少
量
小
売
り
で
あ
り
､
敦
賀
屋
の
商
活
動
の
多
彩
さ

を
物
語
っ
て
い
る
｡
な
お
敦
賀
屋
発
給
の
当
文
書
が
な
ぜ
敦
賀
屋
に
伝
来
し
た
の
か
ほ
不
明
で
あ
る
｡

[
小
紙
等
送
り
先
覚
]

覚

｢

小
紙
壱
〆

五分

｢
中
保
三
〆

壱
匁
弐
分

｢

そ
-
め
ん
壱
俵

大
工
町
十
五
郎
行

同
人
行

同
人
行

八分

｢

か
-
や
す
五
〆
五
百
目
同
人
行

壱
匁
三
分

- 26 -

∴

干
-
と
ん
壱
俵

壱
匁
三
分

∴

昆
布
七
把

九分

壱
丁
目
弥
三
兵
衛
行

同
人
行

【
解
説
】

大
工
町
･
一
丁
日
な
ど
の
記
載
か
ら
､
相
川
行
き
の
荷
の
一
覧
と
み
ら
れ
る
.
i
T
目
の
弥
三
兵
衛
は
同
名
の
別
人
で
あ
ろ
う
｡
前
の
文
書
と
異
な
-
こ
ち

ら
ほ
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
量
の
商
品
で
あ
-
､
商
人
宛
の
卸
売
り
と
み
ら
れ
る
.
付
さ
れ
て
い
る
金
額
は
代
金
と
し
て
は
少
額
に
過
ぎ
､
手
数
料
か
運
賃
の
記

載
で
あ
ろ
う
｡



史料紹介一小木町敦賀屋文書

[
問
屋
仲
間
場
銀
覚
]

申
六
月
分
場
銀

覚

五
月
十
五
日
よ
り
こ
し

∴

火
打
も
-
さ
四
百
三
拾
匁

元
売
六
百
八
拾
八
文

同一
､
草
き
せ
る
緒
十

同
百
三
拾
文

｢

か
ん
て
ん
三
拾
本

同
六
拾
文

三
口
l
空
冗
合
八
百
七
拾
八
文

場
銭
九
文

一
､
茶
三
斤
八
分

銀
三
度

此
口
口
五
月
よ
-
越
分

六
月
六
日

｢

染
(
カ
)
拾
反

銀
壱
分
六
厘

下
-
荷
物
羽
田
膏
左
衛
門
分

｢

大
五
ツ

銀
四
匁

｢

中
七
ツ

同
弐
匁
壱
分

｢

小
七
ツ

27
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同
壱
匁
四
分

〆
十
九

一
､
鮮
六
東

銀
六
厘

〆
銭
九
文

銀
七
匁
七
分
五
厘

弐
口
銭
三
百
九
拾
三
文

三
百
八
拾
九
文
七
月
十
1
1
日
二
受
(
カ
)
半
四
郎
二
渡
る

七月

問
屋
仲
間

弥
三
兵
衛
殿

【
解
説
】

場
銭
･
場
銀
は
幕
府
の
小
木
番
所
に
納
め
る
1
種
の
出
入
港
税
で
あ
る
｡
前
掲
の
敦
賀
屋
仕
切
状
で
み
た
よ
-
に
､
場
銭
は
問
屋
の
収
入
と
な
る
口
銭
と
と

も
に
仕
切
状
表
で
請
求
さ
れ
た
.
す
な
わ
ち
問
屋
が
場
銭
取
立
業
務
を
代
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
o

こ
う
し
た
場
銭
取
立
を
は
じ
め
､
様
々
な
番
所
の
業
務
を

担
う
小
木
の
廻
船
問
屋
は
､
幕
府
よ
-
番
所
付
問
屋
と
し
て
把
捉
さ
れ
ー
特
権
を
持
っ
て
い
た
｡

当
文
書
は
こ
う
し
た
場
銭
の
処
理
に
関
す
る
文
書
と
み
ら
れ
る
｡
敦
賀
屋
弥
三
兵
衛
が
差
出
人
の
問
屋
仲
間
の
構
成
員
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
､
異
な
る

解
釈
が
可
能
で
あ
ろ
-
0

三

書
状
類

[
木
崎
吉
兵
衛
書
状
]

春
陽
之
御
吉
兆
不
可
有
休
期
中
納
侯
､
倍
御
勇
健
二
可
被
遊
御
越
年
､
目
出
度
率
存
候
､
当
方
無
臭
儀
越
年
仕
候
､
伽
而
初
相
庭
之
事

∴
上
古
米
類

壱
斗
八
升
五
七
合
か
へ

一
､
同
中
下

壱
斗
九
升
七
八
合
か
へ

｢

丹
後
上
新
米
壱
斗
八
升
七
八
合
か
へ

｢

同
中
下

壱
斗
九
升
七
八
合
か
へ

- 28 -



一
､
同
餅
米

∴
越
後
新
米

∴

同
新
大
豆

｢

同
古
大
豆

1
､
新
小
豆

｢
荏
粕

｢

干か

一
､
小
判

｢

たね

初物

一
､
荏
草

1
､
胡
麻

白

史料紹介一小木町敦賀星文書

黒

1
､
長
割

1
'
中
割

一
､
す
-

一
､
繰
綿

一
､
桐
油

1
'
西
し
ほ

銀
両
か
へ

銭
両
二

右
之
通
御
座
候
､

壱
斗
八
升
五
七
合
か
へ

壱
斗
九
升
弐
三
食
よ
-
弐
斗
三
五
合
か
へ

弐
斗
壱
升
七
八
合
よ
り
弐
升
か
へ

弐
斗
弐
升
七
八
合
よ
り
三
升
か
へ

弐
斗
三
四
升
か
へ

壱
斗
五
六
升
よ
り
八
九
升
か
へ

九
匁
五
分
よ
-
拾
匁

三
匁
弐
三
分
よ
-
七
八
分

油
物
五
六
匁

六
拾
弐
匁

六
十
八
九
匁

七
拾
四
五
匁

百
五
匁

七
拾
七
八
匁

弐
〆
壱
弐
百
よ
り
三
五
百

三
〆
壱
弐
百
よ
-
三
五
官

拾
七
匁
七
八
分

拾
九
匁
五
分

弐
拾
三
匁
八
分

七
斗
七
八
升

五
拾
九
匁
弐
三
-
ん

丁
五
〆
五
拾
弐
文

尤
諸
国
共
取
実
相
応
二
御
座
候
得
共
､
当
地
有
米
払
底
任
侠
故
､
捌
方
宜
御
座
候
､
当
境
御
用
不
相
替
被
仰
付
可
被
下
車
顔
上
侯
､
猶
期
永

29

陽
之
時
駄
､
恐
憧
藍
言

正
月
八
日

木
崎
書
兵
衛
(
印
文
｢
若
州
小
浜
木
崎
｣
)
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笠
木
弥
三
兵
衛
様

人
々
御
中

【
解
説
】

当
敦
賀
屋
文
書
の
半
数
以
上
が
書
状
類
で
あ
る
｡
そ
の
時
々
の
用
を
足
す
た
め
の
書
状
は
､
ま
と
め
て
反
故
に
な
り
や
す
い
文
書
で
あ
る
と
い
え
る
｡
中
で

も
特
徴
的
な
も
の
は
こ
こ
で
あ
げ
た
よ
う
な
年
頭
挨
拶
状
で
､
そ
の
地
の
初
相
場
を
記
し
商
況
を
報
知
す
る
の
が
､
湊
々
の
廻
船
問
屋
の
年
頭
挨
拶
状
の
一
般

的
な
パ
タ
-
ソ
で
あ
っ
た
o
こ
う
し
た
相
場
情
報
に
基
づ
い
て
委
託
売
買
の
注
文
を
出
し
､
ま
た
買
積
み
船
な
ら
ば
実
際
に
訪
れ
る
の
で
あ
っ
て
､
問
屋
に
と
っ

て
こ
の
よ
う
な
相
場
情
報
の
報
知
は
､
営
業
活
動
の
大
切
な
l
環
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
小
浜
(
福
井
県
小
浜
市
)
の
木
崎
も
廻
船
問
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
当
時
小
浜
で
取
-
引
き
さ
れ
た
主
要
な
商
品
が
判
明
す
る
.
〇
〇
か
へ
(
香
)

と
あ
る
穀
物
軒
の
価
格
は
､
銀
一
〇
匁
あ
た
り
の
量
目
で
表
記
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

[
京
屋
次
左
衛
門
書
状
]

新
春
之
御
書
慶
何
方
茂
追
(
カ
)
而
目
出
度
申
納
侯
､
先
以
御
揃
御
堅
勝
二
可
被
遷
御
越
年
､
珍
要
義
存
侯
､
当
方
無
異
裏
年
任
侠
､
依
而
旧
冬
売
留
相
庭

之事

30

｢

1
､

一
､

一
､｢

一
､∴∴∴

一
､｢

当
所
蔵
米

村
上
蔵
米

同
三
田
米

長
岡
蔵
米

大豆小豆竹
原
塩

-
り
わ
允

木綿古手砂糖

廿
七
俵
三
歩

廿
八
俵
弐
歩

廿
九
俵
よ
り
半

廿
五
俵
七
歩

三
十
四
俵
よ
り
三
十
三
俵

壱
石
五
斗
六
升

七
俵
-
ら
い

三
十
七
両
よ
-
三
十
六
両

十
一
反
よ
-
十
五
反

十
六
七
両

白

十
五
斤



一
､

一
､

‥
~

一
､

一
ー｢
た
ね
物

き
り
抽

鰹
ふ
し

く
じ
ら

ゑ
か
す

能
登
ふ
-

｢

て
つ

一
､
丁
銭

玉

四
拾
五
斤

弐
匁
-
ら
い

弐
匁
五
九
分

十
〆
匁

十
弐
〆
よ
り
九
〆
匁

九
拾
〆
匁

十
三
両
弐
よ
-
九
両
弐
歩

長

十
四
五
〆

中

廿
五
〆

四
〆
三
百
文

右
之
通
御
座
候
､
年
明
売
買
無
御
座
候
､
相
替
様
跡
よ
-
可
中
上
侯
､
御
用
事
被
仰
付
可
被
下
僕
､
尚
期
永
日
之
時
侯
､
恐
憧
謹
言

正
月
十
1
日

生
木
弥
三
兵
衛
様

京
屋
次
左
衛
門
(
印
文
｢
越
後
寺
泊
京
屋
｣
)

- 31 -
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【
解
説
】

同
様
に
寺
泊
町
の
京
屋
に
よ
る
年
額
挨
拶
状
で
あ
る
｡
年
明
け
以
降
ほ
売
買
が
な
-
､
旧
冬
の
留
相
場
が
記
さ
れ
て
い
る
o
な
お
こ
ち
ら
の
米
相
場
は
､
金

十
両
あ
た
り
の
量
目
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
｡
末
尾
の
｢
丁
銭
｣
は
金
一
両
あ
た
り
の
銭
相
場
で
あ
る
｡

[
魚
屋
次
郎
八
書
状
]

猶
々
当
所
沖
口
石
物
出
入
御
免
御
座
候
間
､
御
手
船
御
入
津
奉
待
候

改
年
之
御
吉
賀
何
事
も
重
畳
目
出
度
申
侯
､
然
者
先
以
其
御
表
御
揃
弥
御
勇
勝
可
被
遷
御
越
歳
､
大
慶
奉
存
侯
､
当
方
無
異
儀
加
年
仕
侯

1
､
当
国
去
田
作
､
昨
秋
頃
風
聞
と
ハ
違
存
之
外
取
実
能
､
十
分
与
申
事
二
御
座
候
､
大
豆
ハ
出
来
不
宜
侯
､
此
末
上
方
景
気
次
筆
筒
下
可
任
侠
､
佃
而
旧
冬

売
留
相
場
之
事

御
蔵
米
四
斗
六
升
入
拾
八
匁
五
七
分

町米

拾
七
匁
八
九
分
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｢
一
､｢｢｢

1
､

大豆小豆大麦小麦な
た
ね

拾匁

-
り
わ
た
六
〆
匁

｢

‥
､｢｢

一
､

石
見
長
わ
-
廿
〆
匁

出
雲
小
わ
り
同

中
わ
り
州
〆
匁

銑同塩

六
拾
匁

一
ー

一
､｢

1
i
､

‥
､

一
､∴

鱗

六
拾
匁

身
欠
四
千
入

数
の
子
十
〆
匁

た
ね
油
六
拾
匁
五
木

き
り
油

荏粕

十
〆
匁

干
い
か
百
把

拾
八
九
匁

弐
拾
匁
五
六
分

九
匁
五
六
分

拾
五
匁
七
八
分

壱
斗
四
升

備
中
百
七
八
匁

米
子
百
五
匁

た
ん
ハ
同
事

九
拾
五
六
匁
よ
-
百
匁

九
拾
五
六
匁

百
匁
よ
り
百
五
六
匁

四
拾
弐
三
匁

立
之
浜
廿
七
衰

竹
原
九
俵

四
拾
弐
三
束

廿
五
六
匁
よ
-
三
拾
匁

拾
六
七
匁

弐
斗
程

弐
斗
1
升

八
匁
五
分

佐
渡
州
五
六
匁
よ
-
四
拾
匁

越
中
州
匁
よ
-
州
四
五
匁

32

干
か
煩

なし

両替

六
拾
弐
匁
三
分

せ
ん
両
二
丁
五
貫
中



一
､
た
は
こ
百
六
拾
匁
下

｢
鮪
拾
〆
匁

1
､
越
後
錫
(
カ
)
拾
本

両
か
へ
七
拾
匁

山
中
五
分
五
-
ん
五
分

留
木
四
分
五
-
ん
五
分

所
口
四
分
三
分
五
-
ん

庄
内
五
分
五
-
ん

拾
壱
弐
匁

弐
拾
匁
位

右
之
通
御
座
候
､
当
地
御
用
不
相
替
被
仰
付
可
被
下
僕
､
尚
期
永
日
之
時
候
､
恐
憧
謹
言

正
月
五
日

笠
木
弥
三
兵
衛
様

ぅ
お
や
次
郎
八
(
印
文
｢
越
前
三
国
魚
屋
｣
)

【
解
説
】

三
国
湊
(
福
井
県
三
国
町
)
の
魚
屋
に
よ
る
も
の
｡
相
場
に
影
響
す
る
作
柄
の
報
告
が
あ
る
は
か
､
各
商
品
の
単
位
数
量
が
明
記
さ
れ
て
い
る
丁
寧
な
も
の

で
あ
る
｡
注
目
さ
れ
る
の
ほ
冒
頭
部
の
追
伸
で
､
｢
御
手
船
｣
の
入
津
を
待
つ
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
敦
賀
屋
が
廻
船
を
所
持
し
､
船
主
と
し
て

の
活
動
も
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡
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[
佐
藤
勘
十
郎
書
状
]

(
上
書
き
･
表
)

｢
小
木
中
町
二
而

笠
木
弥
三
兵
衛
様人
々
御
中

(
上
書
き
･
裏
)

｢〆

佐藤

勘
十
郎

赤
泊
よ
り

猶
々
中
上
倶
､
乍
慮
外
御
内
重
さ
ま
へ
よ
ろ
敷
御
心
得
可
被
下
僕



渡･越後文化交流史研究

一
筆
致
啓
上
侯
､
先
以
此
中
ハ
罷
越
緩
々
預
御
地
走
ニ
､
恭
奉
存
険
､
弥
御
堅
勝
1
石
被
成
御
座
展
段
､
珍
要
義
存
倶
､
私
義
も
無
華
南
あ
-
申
侯
､
且

又
上
々
く
-
わ
た
壱
本
今
日
御
買
､
則
河
原
田
甚
兵
衛
殿
迄
御
出
シ
可
被
下
僕
-
み
せ
今
日
売
切
申
俵
所
-
又
々
今
日
壱
本
御
買
被
成
侯
而
､
川
原
田
へ
御
出

可
被
下
僕
､
水
油
壱
樽
御
買
置
可
被
下
僕
､
此
中
訣
置
侯
そ
-
め
ん
弐
俵
此
者
二
御
渡
し
越
可
被
下
僕
､
乍
御
世
話
奉
願
上
侯

一
､
九
六
銭
六
〆
文
差
越
申
供
､
御
請
取
置
可
被
下
供
､
諸
事
米
相
場
御
し
ら
せ
可
被
下
僕
､
何
角
乍
御
世
話
奉
願
上
院
､
取
紛
早
々
以
上

四
月
三
日

【
解
説
】

繰
綿
･
水
油
･
素
麺
な
ど
の
注
文
に
関
す
る
商
用
書
簡
で
あ
る
｡
買
注
文
を
出
し
て
い
る
赤
泊
(
赤
泊
村
)
の
佐
藤
勘
十
郎
と
､
繰
綿
の
送
り
先
と
な
っ
て

い
る
河
原
田
(
佐
和
田
町
)
の
甚
兵
衛
と
の
関
係
が
今
ひ
と
つ
不
明
で
あ
る
が
､
小
木
の
敦
賀
屋
と
､
同
様
の
湊
で
あ
る
赤
泊
の
佐
藤
の
連
携
に
よ
-
､
佐
渡

へ
全
国
各
地
の
商
品
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
具
体
的
に
分
か
る
興
味
深
い
史
料
と
い
え
る
｡

[
葛
野
六
十
郎
書
状
]

(
上
書
き
･
表
)

｢
小
木
仲
町
-
二
ア

笠
木
弥
三
兵
衛
様

(
上
書
き
･
裏
)

｢〆

蔦
野
六
十
郎

｣

相
川
よ
り

｣

以
手
紙
中
上
候
､
此
間
ハ
御
重
々
敷
奉
存
供
､
弥
其
御
地
御
家
内
中
様
御
堅
勝
二
可
被
成
御
座
､
珍
重
率
存
侯
､
筆
冗
不
相
替
罷
有
侯

1
､
此
度
村
田
仙
青
殿
伊
勢
御
参
宮
被
致
侯
二
付
､
船
場
其
御
地
へ
罷
越
被
申
侯
､
初
而
之
儀
二
御
座
候
間
､
乍
御
世
話
貴
所
様
へ
関
越
被
申
侯
様
兼
而
申
談

置
候
間
､
諸
事
万
端
乍
御
世
話
奉
願
上
侯
､
尤
当
所
よ
り
外
之
衆
中
も
五
六
人
､
澄
も
六
日
二
筆
冗
出
立
､
是
又
貴
所
様
へ
皆
々
鰐
越
被
申
候
積
二
兼
而
拙

御
座
候
問
､
左
様
思
召
可
被
下
僕
､
取
込
故
早
々
中
上
候
､
以
上

五
月
四
日

【
解
説
】

相
川
の
葛
野
か
ら
の
こ
の
書
状
で
ほ
､
伊
勢
参
宮
に
向
か
う
村
田
仙
舌
ら
の
世
話
を
敦
賀
屋
に
依
板
し
て
い
る
｡
廻
船
問
屋
の
業
務
の
l
面
ほ
宿
屋
で
も
あ
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り
､
こ
う
し
た
旅
客
の
世
話
も
ま
た
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

[
菊
屋
弥
一
郎
書
状
]

(
上
書
き
･
表
)

｢
小
木
町

笠
木
弥
三
兵
衛
様

(
上
書
き
二
異
)

｢〆

菊屋

弥
7
郎

｣

よ
り
中
興

｣

急
便
-
三
筆
致
啓
上
俵
､
先
以
此
中
ハ
罷
越
緩
々
預
御
馳
走
恭
奉
存
候
､
左
候
得
ハ
其
節
ハ
無
拠
銭
御
無
心
申
近
i
i
,
W
恭
奉
存
候
､
其
後
ハ
為
替
二
致
度
故
申

越
侯
処
､
是
辿
も
不
足
こ
て
晦
々
御
手
支
二
可
有
御
座
と
奉
察
入
侯
､
尤
近
日
中
二
差
越
可
申
侯
､
扱
又
ハ
此
中
ハ
も
ち
米
付
越
侯
処
､
乍
御
世
話
御
払
可
被

下
僕
､
尤
米
之
義
ハ
何
方
迄
も
御
受
合
被
成
侯
而
も
不
苦
侯
､
す
い
ふ
ん
よ
ろ
し
-
御
払
可
被
下
僚
､
何
様
心
事
得
貴
顔
御
礼
穿
(
カ
)
急
便
故
州
々
中
上
侯
､

以上

四
月
廿
日
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【
解
説
】

借
用
し
た
銭
の
返
済
に
関
す
る
要
件
と
､
餅
米
の
売
却
を
委
託
す
る
内
容
を
記
し
た
こ
の
書
状
は
､
国
仲
平
野
内
陸
部
の
中
興
村
(
金
井
町
)
菊
置
か
ら
の

も
の
で
あ
る
｡
敦
賀
屋
の
商
圏
の
広
が
-
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

[
日
瑞
書
状
]

尚
々
山
首
(
カ
)
御
貫
主
六
月
初
御
入
山
二
俣
間
､
不
相
替
万
端
御
世
話
痕
入
侯
､
以
上

1
書
致
啓
達
侯
､
先
以
其
御
地
無
別
条
､
家
内
皆
々
御
堅
固
二
御
暮
候
半
与
珍
重
存
候
､
手
前
事
道
中
無
難
身
延
迄
十
月
中
二
罷
越
､
随
分
息
災
相
暮
侯
､
然

者
在
嶋
之
間
者
別
而
心
安
致
対
面
､
種
々
御
厚
情
之
程
感
心
仕
､
恭
奉
存
侯
､
逗
留
之
間
も
至
而
御
心
附
､
大
勢
之
老
共
迄
皆
々
恭
奉
存
侯
､
御
内
室
初
善
治

郎
殿
等
(
カ
)
､
能
々
御
心
得
板
入
侯
､
斎
藤
清
左
衛
門
殿
･
桃
井
清
兵
衛
殿
･
同
御
老
母
･
中
川
儀
兵
衛
殿
､
以
別
紙
申
可
入
候
得
共
､
此
節
多
用
不
能
其
儀

侯
､
能
々
御
心
得
顔
入
侯
､
瑞
顕
(
カ
)
息
軍
二
･
月
旦
林
新
来
申
付
相
勤
侯
､
只
無
資
縁
こ
て
致
迷
惑
侯
間
､
少
々
宛
も
御
心
附
顔
入
俵
､
木
戸
村
親
父
初

一
家
中
江
も
便
之
節
宜
痕
入
侯
､
此
節
取
込
早
々
申
残
侯
､
不
具
仏
首
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二
月
十
四
日

生
木
弥
惣
兵
衛
様

隠居

日
瑞
(
花
押
)

【
解
説
】

当
文
書
群
中
に
は
僧
侶
よ
り
の
書
状
が
い
-
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
｡
こ
の
日
瑞
書
状
は
､
身
延
山
に
登
っ
た
僧
侶
が
､
佐
渡
在
任
中
の
礼
を
述
べ
､
後
任
の

老
な
ど
へ
の
心
添
え
を
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
が
､
宜
し
-
伝
え
て
欲
し
い
と
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
者
に
､
中
川
儀
兵
衛
(
産
屋
)
･
桃
井
情
兵
衛
(
和
泉
屋
)

な
ど
､
小
木
町
の
有
力
問
屋
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡
往
(
2
)
で
触
れ
た
よ
-
に
笠
木
弥
三
(
惣
)
兵
衛
の
菩
提
寺
は
安
隆
寺
で
あ
る
が
､
こ

の
日
瑞
が
同
寺
に
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
｡
な
お
当
文
書
群
中
に
は
現
真
野
町
の
世
尊
寺
日
泰
か
ら
の
書
状
も
あ
-
､
広
範
囲
の
法
華
寺
院
と
の
関
係
が

想
定
で
き
る
o

お
わ
り
に

以
上
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
よ
-
に
､
本
文
書
評
は
あ
る
時
期
に
不
要
と
判
断
さ
れ
て
反
故
に
な
っ
た
も
の
で
あ
-
､
年
代
も
確
定
で
き
な
い
断
片
的
な
も

の
が
大
部
分
で
あ
る
｡
し
か
し
盲
一
｢
廃
棄
｣
さ
れ
た
文
書
が
偶
々
裏
張
り
と
し
て
残
っ
た
と
い
う
こ
と
は
､
却
っ
て
意
図
的
に
残
さ
れ
た
文
書
か
ら
は
窺
え

な
い
生
の
事
実
を
伝
え
て
-
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
､
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
｡
従
来
番
所
と
の
関
係
や
､
西
廻
航
路
の
風
待
ち
湊
と
し
て
の
性
格
に
結

び
つ
け
て
の
み
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
小
木
町
の
廻
船
問
屋
に
つ
い
て
､
そ
の
商
品
流
通
へ
の
関
与
の
あ
-
さ
ま
を
具
体
的
に
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
し

て
､
当
文
書
群
は
価
値
を
持
つ
の
で
ほ
な
い
か
o
さ
ら
な
る
調
査
に
よ
っ
て
こ
-
し
た
具
体
像
を
よ
-
確
か
に
し
て
い
-
こ
と
が
､
今
後
の
課
題
で
あ
る
o
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注

(
-
)
例
え
ば
表
3
の
一
〇
は
善
照
寺
と
と
も
に
真
珠
院
(
柏
崎
市
長
鳥
)
､
金
照
院
(
刈
羽
村
刈
羽
)
､
十
楽
寺
(
刈
羽
村
大
塚
)
な
ど
近
隣
の
真
言
寺

院
が
関
係
し
た
江
戸
雑
用
割
賦
の
関
係
史
料
で
あ
り
､
確
実
に
当
善
照
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
｡
そ
の
他
善
照
寺
に
伝
わ
っ
た
と
確
認
で

き
る
も
の
は
､
衰
3
の
一
l
が
あ
る
の
み
で
あ
る
｡

(
2
)
『
小
木
町
史
村
の
歴
史
上
』
(
完
七
三
)
所
収
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
､
敦
賀
屋
笠
木
弥
三
兵
衛
の
菩
提
寺
は
小
木
町
の
安
隆
寺
と
い
-
法
華
寺

院
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡

(
3
)
例
え
ば
初
相
場
を
記
し
た
年
頭
挨
拶
状
な
ど
が
､
沖
船
頭
宛
の
も
の
も
併
せ
て
船
主
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
例
が
各
地
に
あ
る
｡



(
4
)
以
下
前
掲
『
小
木
町
史
村
の
歴
史
上
』
､
『
小
木
町
史
史
料
集
上
』
(
'
i
九
七
六
)
､
『
小
木
町
史
史
料
集
下
』
(
l
九
七
七
)

(
5
)
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
文
書
は
､
商
家
文
書
と
は
言
え
ず
善
照
寺
関
係
の
可
能
性
も
あ
る
表
2
の
二
l
を
除
-
と
､
明
和
六
年
=
七
六
九
)

か
ら
安
永
2
年
(
t
七
七
三
)
で
あ
る
｡

(
6
)
翻
刻
に
際
し
て
は
旧
字
･
異
体
字
な
ど
ほ
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
､
｢
よ
り
｣
の
合
字
等
も
仮
名
で
表
記
し
た
｡
形
態
的
に
注
記
を
要
す
る

部
分
な
ど
は
｢
｣
で
く
く
り
､
(
)
内
に
注
記
を
施
し
た
｡
破
損
部
分
は
[

]
で
示
し
た
｡
な
お
連
続
す
る
文
章
に
つ
い
て
は
改
行
位
置
を
反
映
せ
ず

に
続
け
て
翻
刻
し
､
筆
者
の
判
断
で
適
宜
句
点
を
施
し
て
あ
る
｡
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表1敦賀屋文書送り状等一覧

渡･越後文化交流史研究

表題 年月日 差出人 宛先

1 積送申荷物之事 明和6.6.29 越後新潟ツるかや吉左衛門 佐州小木生木屋弥惣兵衛殿

2 (送り状) 安永2.5.26 大坂久宝寺屋半兵衛 佐渡小木湊敦賀屋弥惣兵衛殿

3 釆嶋庄入船荷物送り状 辰.5.25 長浜屋吉兵衛(大坂思案橋筋 佐州小木

之事 折畳町)

4 (菜種等送り状) 辰.5.25 長浜足音兵衛(大坂思案橋肪 佐州小木宿笠木弥惣兵衛殿他

折屋町) 2

5 預申塩之事 安永2.9.15 小木町塩預り主田辺八左衛

門.同所笠木弥三兵衛

渡部源七殿

表2 敦賀屋文書仕切状･受取証等一覧

表題 年月日 差出人 宛先

1 質(金銭勘定) E一匹l 帳場 院代様

2 質(玉砂糖等代金) 辰.ll.25 泊屋店 弥三兵衛殿

3 (選任切状) 寅.6.12 熊田五左衛門(府中今町) 角屋忠兵衛殿

4 仕切(織草等) 明和7.

閏6.2

小木宿敦賀畳弥三兵衛 利市丸平六殿

5 (仕切状断簡〕 巳5.29 藤尾孫右衛門(新潟) 敦賀屋八兵衛殿

6 覚(練綿受取) -.4,4 升屋安兵衛(佐州沢根) 敦賀巌弥惣兵衛殿

7 質(銭配分)

8 質(かます等代銭) -.閏3.19
弥三兵衛 御番所

9 (たばこ扇子進上日録) むめ 笠木弥三兵衛様

EE] 申六月分場銀覚 -.7.- 問屋仲間 弥三兵衛殿

ll 質(宋代金) -.8.3 泊産経兵衛(佐州小木) つるかや弥三兵衛殿

EE] 覚(米買仕切) 寅.7.23 久次郎(羽州酒田) 敷かや徳十郎様

EEl 覚(銭請求) -.4-27 相川三助 小木町弥三兵衛様

14 質(紙等代金) 辰.12.14 小木町弥惣兵衛 伝兵衛様

15 質(金銭勘定) -.10.晦 富野弥三兵衛 笠木弥三兵衛殿

16 栄(小紙等送り先)

17 質(油買仕切) 卯.7.10 井筒屋伊右衛門店 敦賀屋弥三兵衛殿

18 質(紙等代金) 辰.12.14 小木町弥惣兵衛 伝兵衛様

EE] 質(木綿代金) 千.10,- 和泉屋店 敦賀鼠御店

20 質(杉板通し切手) 亥.12.7 小木御番所 小木村与頭

21 文化九申年田畑小前井

山手前党

文化9∴-
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表3 敦賀屋文書書状類一覧

表題 年月日 差出人 宛先

1 (年頭書状.相場書)
-.1.5 米屋市左衛門 塚本舌左衛門様

2 相場
-.7.ll 庄内酒田

3 (年頭書状.相場書) 巳.1.ll 生木弥三兵衛 裡本佐左衛門様

4 (書状)
-.3-13 世尊寺日泰 笠木弥惣兵衛様

5 (書状)
-.4.20 菊屋弥一郎 小木町笠木弥三兵衛様

6 (書状)
-.4.3 佐藤勘十郎(赤泊) 小木中町ニ而笠木弥三兵衛様

7 (年頭書状.相場書)
-.1.膏 扇屋藤左衛門(直江津) 笠木弥三兵衛様

8 (年頭書状)
-.1.15 出雲星庄兵衛 笠木弥三兵衛様

l■ (書状) -.5.4 富野六十郎(相川) 小木仲町こテ笠木弥三兵衛様

10 (書状.江戸雑用割賦)
-.5.7 善照寺他3

ll 質(米代金勘定) 午.3∴ 弥兵衛 善照寺御納所

12

13

14

(書状)
-.5.i 三日市太夫次郎秀方

(書状)
-.1.3 渋手村栄預 小木町笠木弥三兵衛様

(書状)
-.9.5 羽生勇順 中町生木弥三兵衛様

15 (書状)

16 (書状) 木戸羽生昇順 笠木弥三兵衛様

17 (書状) ∴4.14 佐藤勘十郎(赤泊) 小木申町ニ而生木弥三兵衛様

18 (年頭書状)
-.1.ll 尾関伊助 敦賀屋弥三兵衛様

19 (書状)
-.2.14 隠居日瑞 笠木弥惣兵衛様

20 (書状)
-.5.25 新保源六.兵書 敦賀屋弥惣兵衛様

21 (書状)
∴10.28 きち.つね 笠木弥三兵衛様

22

23

口上
∴3,5 羽生友順 つるかや笠木弥三兵衛様

(書状)
-.7.28 いせ屋庄助

24 (書状)
∴11.18 脂(カ)屋善右衛門 笠木弥三兵衛様

25

26

(年頭書状)
-.1.15 竹田庄右衛門 生木弥三兵衛様

(書状)
-.6.25 玄的 生木弥=兵衛様

27 (書状)
-.10.16 ??村八兵衛 善之助との

28 (書状)
∴11.4 浅田源七(新保村) 小木町こ而笠木弥=兵衛様

29 (書状)
-.2.10 瀧平ニ手院(京都宇治郡山料

郷内藤野村)

-/

30 (書状)
∴11.15 弥三兵衛(相ノー亡丁目) 弥三兵衛様.六左衛門様

31 (寮状)
∴5.25 達者村祐貞 小木中町ニ両室木弥三兵衛様

32 〔年茸凄壮.Al碍苫)
-.1.2 京や次左衛門(寺泊) 敦賀屋弥惣兵衛様
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表題 年月日 差出人 宛先

33 (年頭書状.相場書) -.1.ll 杉山藤兵衛 生木弥惣兵衛様

34 (年頭書状.相場書) -.1.8 木崎書兵衛(若州小浜) 笠木弥三兵衛様

35 (年頭書状.相場書) -.1.育 木沢十次郎 敦賀屋八兵衛様

36 (年頭書状.相場書) -.1.3 後藤治右衛門(出雲崎) 敦賀屋弥三兵衛様

37 (年頭書状.棉場苦) -.1.5 うおや次郎八(越前三国) 笠木弥三兵衛様

38 (年頭書状.相場書) ∴1.5 魚屋次郎八(越前三国) 本間伊兵衛様

39 (年頭書状.棉場雷) -.1.ll 京尾括左衛門(寺泊) 笠木弥惣兵衛様

40 (年頭書状.相場書) -.1.8 木崎膏兵衛(若州小浜) 笠木弥惣兵衛様

41 (年頭書状.相場書) -.1.5 魚屋次郎八(越前三国) 山本五郎兵衛様

42 (年頭書状.相場書) -.1.5 うお屋次郎八(越前三国) 本間乎兵衛様

43 (年頭書状.相場菩) -.1.ll 京良次左衛門(寺泊) 笠木弥三石衛門様

44 (年頭寄状.相場普) -.1.5 佐々木八右衛門(羽州本庄) 中川忠三郎様

45 (年頭喜状.相場賓) -.1.5 魚屋次郎八(越前三国) 伊藤藤兵衛様

46 (年頭普状.相場嘗) ∴1.5 壁(カ)嶋屋久左衛門 笠木弥三兵衛様
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